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LINEでの友人関係の形成および維持への意思に
賞賛獲得欲求・拒否回避欲求が及ぼす影響
The Effects of Praise-seeking Need and Rejection-avoidance Need on 









































































































































































































































































































































































N 平均 （SD） 中央値 最小値 最大値
回答時の年齢 409 18.78 （0.812） 19 18 23
LINE開始年齢 407 15.57 （1.040） 15 13 20
LINEの利用期間a 407 3.21 （0.925） 3 0 6
a「回答時の年齢－LINE開始年齢」で算出した
N 平均 （SD） 中央値 最小値 最大値
LINEのリンク人数 408 193.50 （112.180） 200 3 588
①現実生活でも付き合いがある人数 407 135.51 （99.802） 110 3 520



































N 平均 （SD） 中央値 最小値 最大値
賞賛獲得欲求 409 27.77 （6.956） 28 9 45
拒否回避欲求 409 31.96 （6.996） 33 12 45
Table 4　LINEの必要性
N 平均 （SD） 中央値 最小値 最大値
特定の友人との付き合うための手段 409 3.90 （0.395） 4 1 4
特定の集団（部活動、サークル、等）内での連絡手段 409 3.90 （0.346） 4 1 4
家族間での連絡手段 409 3.41 （1.002） 4 1 4
友人や知り合いを増やしていく手段として 409 2.88 （1.013） 3 1 4
趣味など特定の話題について共有できる知り合いを作る手段 409 2.37 （1.052） 2 1 4




















度数 （%） 度数 （%） 度数 （%） 度数 （%） 度数 （%） 度数 （%） 度数 （%）度数 （%）
使わない 1 （0.2） 80 （19.6） 38 （9.3） 52 （12.7） 203 （49.6） 244 （59.7） 328 （80.2） 0
月に1、2日 3 （0.7） 155 （37.9） 79 （19.3） 167 （40.8） 113 （27.6） 79 （19.3） 26 （6.4） 0
週に1、2日 10 （2.4） 94 （23.0） 89 （21.8） 110 （26.9） 41 （10.0） 42 （10.3） 21 （5.1） 2 （0.5）
週に3、4日 20 （4.9） 44 （10.8） 118 （28.9） 56 （13.7） 20 （4.9） 22 （5.4） 17 （4.2） 0
毎日 375 （91.7） 36 （8.8） 85 （20.8） 24 （5.9） 32 （7.8） 22 （5.4） 17 （4.2） 0
主観的な利用率（LINEの利用量全休を100%とした場合の各サービスの利用割合の主観）
平均 （SD） 平均 （SD） 平均 （SD） 平均 （SD） 平均 （SD） 平均 （SD） 平均 （SD）


























拒否回避欲求 LINEのリンク人数 ①現実生活 ②LINE上
賞賛獲得欲求 .211** .299** .189* .183*






1. まずは交換してから交流を始める 62 （16.2）
2. 知り合った日の別れ際に交換する 226 （55.3）
3. 何度かその人と会って交流をしてから交換する 51 （12.5）


















11 43 18 24 96
（11.5） （44.8） （18.8） （25.0）
賞賛高
9 45 6 12 72
（12.5） （62.5） （8.3） （12.7）
（拒否低；小計）
20 88 24 36 168
（11.9） （52.4） （14.3） （21.4）
拒否高
賞賛低
20 57 10 11 98
（20.4） （58.2） （10.2） （11.2）
賞賛高
22 81 17 21 141
（15.6） （57.4） （12.1） （14.9）
（拒否高；小計）
42 138 27 32 239
（17.6） （57.7） （11.3） （13.4）






























































度数 （%） 度数 （%）
1. 放置して、相手からのメッセージを無視する 38 （9.3） 75 （18.3）
2. 自分からは連絡はしないが、相手からのメッセージ等には応答する 343 （83.9） 89 （21.8）
3. 非表示設定にして、相手のメッセージ等を見ない 15 （3.7） 30 （7.3）
4. 相手のアカウントをブロックして、連絡を取れないようにする 10 （2.4） 81 （19.8）
5. その他 2 （0.5） 0 （0.0）




















































計1 2 3・4 1 2 3・4
無視 応答 拒絶 無視 応答 拒絶
拒否低
賞賛低
9 80 5 94 16 17 21 54
（9.6） （85.1） （5.3） （29.6） （31.5） （38.9）
賞賛高
7 56 10 73 13 15 24 52
（9.6） （76.7） （13.7） （25.0） （28.8） （46.2）
（拒否低；
小計）
16 136 15 167 29 32 45 106
（9.6） （81.4） （9.0） （27.4） （30.2） （42.5）
拒否高
賞賛低
7 88 3 98 17 19 29 65
（7.1） （89.8） （3.1） （26.2） （29.2） （44.6）
賞賛高
15 119 7 141 29 38 37 104
（10.6） （84.4） （5.0） （27.9） （36.5） （35.6）
（拒否高；
小計）
22 207 10 239 46 57 66 169
（9.2） （86.6） （4.2） （27.2） （33.7） （39.1）
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